






 

周産期医療は妊産婦死亡や周産期死亡の減少に直接連なるものであり,母体側からみれば

ハイリスク妊娠の管理を含めた産科救急体制が基本となり,新生児からみれば,NICU を中

心とした救急システムが柱となる。いづれも地域性が強い。システム化が必要なものばか

りである。 

 一方診療所と大学が同じレベルであってよい筈はない。それぞれの機能に応じた守備範

囲があるはずである。医療器機 1つを例にとっても両者で同じものを備えることはいかに

も不経済である。周産期医療はとくに都会地では,地域化のシステム化が必要な所以である。 


